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経済対策との関係
交付対象経

費

国のR3予算
分（交付限
度額①、
②、③、
④）

国のR4予算
分（交付限
度額⑤）

国のR4予算
分（交付限
度額⑥）

国のR4予算
分（交付限
度額⑦）

国庫補助額

その他
（一般財源
や補助対象
外経費等）

 945,684  386,510  214,755  84,157  87,598  -  48,973 510,201 

1 R3 単 －

阿武隈急行
線利用促進
通学定期券
補助金

通常交付金 ○

③-Ⅲ-２．地方を活
性化し、世界とつな
がる「デジタル田園

都市国家構想」

○ － 20,000 20,000 20,000 

①新型コロナウイルス感染症により人との接触機会を回避する
ため、従来の阿武隈急行線定期券利用者が通学方法を鉄道利
用から保護者送迎へと切り替えた。その影響で、コロナ禍前の定
期券利用者数まで回復できていないことから、阿武隈急行線の
定期券利用を喚起するため、阿武隈急行線を利用して通学する
市民（学生）に対し、定期券の購入費用の一部を支援（R4.4.1～
R5.3.31）するもの。
②対象者は阿武隈急行線角田駅において定期券を購入した際
に、補助金交付申請書を提出し、補助対象額（定期購入額の
2/3）を差し引いた額で購入し、角田市は、当該補助対象額を阿
武隈急行㈱に対し交付する。
③角田～槻木間料金：141,960円×2/3×211人≒19,970千円
④市内に住所を有する学生（小・中学生、高等学校、大学及び専
門学校等に通学する者）で、阿武隈急行線の通学定期券を購入
する者（他の補助を受けていない者）

－ ○ R4.4 R5.3

通学定期券による乗降車者数の
回復を図る。（前年度比＋5％）
R3年度実績　354，946人
R4年度目標　372，700人

ホームページ、広報誌
阿武隈急行線駅構内等への掲示
(市内4駅)

R4当初（地）

2 R3 単 －

阿武隈急行
線新型コロ
ナウイルス
感染症対応
定時定路線
運行維持支
援金

通常交付金 ○

③-Ⅲ-２．地方を活
性化し、世界とつな
がる「デジタル田園

都市国家構想」

○ － 330,000 40,953 40,953 289,047 

①新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するため、外出や自
粛要請により経営に影響が出ている中、地域生活維持のために
運行体制を維持した阿武隈急行㈱に対し、宮城福島両県及び沿
線自治体が協調して経営支援を図るもの。
②令和4年4月から令和5年3月までの次の経費に充当
減便せずに運行するための経費（人件費、動力費、光熱水費、
車両清掃費、感染症対策費、駅業務委託料等）
③平常時の決算額（平成30年度）と比較して運行経費の増とな
る分、運賃収入の減となる分をかかり増し経費として算出し、ウィ
ズコロナ、アフターコロナを見据えた中長期的な運行継続に向け
た経営基盤強化のため1割加算した額（総額330,000千円）を、宮
城福島両県及び沿線自治体による負担割合で按分
【「その他」は、福島県、福島市、伊達市、宮城県、丸森町、柴田
町の沿線自治体による協調補助分】
④阿武隈急行㈱

○ － R4.4 R5.3

減便せずに運行するための経費を
補助することで鉄道の通常運行を
維持するとともに、経営基盤の強
化を図り、事業を継続する。
(1日当たりの運行本数の維持　前
年度比100％）
角田駅運行本数50本の維持

ホームページ

https://www.city.kaku
da.lg.jp/soshiki/4/815
8.html

R4当初（地）
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4 R4 単 ○
地域消費喚
起緊急支援
事業

通常交付金 ○

④-Ⅳ．コロナ禍にお
いて物価高騰等に直
面する生活困窮者等

への支援

○ － 66,000 66,000 66,000 

①物価高騰の影響が生活に及んでいることから、物価高騰に伴
う市民生活の負担軽減を支援するとともに、新型コロナウイルス
感染症の影響による地域経済の落ち込みに対し、市民の購買意
欲を喚起することで、地域経済の回復（事業者支援）を図ることを
目的とする。
②補助金(商品券の割増分と事務費）
③積算根拠
(1)事業費2億6千万円×3/13＝6,000万円（商品券3割増分）
(2)事務費600万円
(1)+(2)＝6.600万円
内訳（1）商品券1セット13,000円 × 20,000セット＝2億6,000万円
　　　（2）事務費（商品券印刷、広告宣伝、その他事務）680万円
　　　（3）補助率　　事業費　3/13（商品券割増分）
　　　　　　 　　　　　事務費　10/10（600万円上限）
④角田市商工会・生活者等

－ － R4.7 R5.2

・商品券の換金率99％以上
（商品券の換金率99％以上を達成
することで、地域経済の回復を図
る）

広報紙、ホームページ、折込チラシ R4補正（地）

5 R4 単 ○
学校給食費
負担軽減事
業

通常交付金 ○

④-Ⅳ．コロナ禍にお
いて物価高騰等に直
面する生活困窮者等

への支援

○ － 18,157 18,157 18,157 

①学校給食費の一部を徴収しないこととし、コロナ禍において物
価高騰等に直面する保護者の経済的負担の一部軽減を図る。
②令和４年度第５期以降の学校給食費納付金
③児童970名分  277円×103,822食＝28,758,694円
　生徒686名分　330円×  72,149食＝23,809,170円
　合計　　　　　　　　　　　　           　   52,567,864円
　※うちR4予算分18,157千円
④角田市の設置する小学校及び中学校に在学する児童生徒の
保護者

－ － R4.9 R5.3
・児童生徒1,656名（児童970名+生
徒686名）分の給食費負担
学校給食費の保護者負担軽減額

ＨＰへの掲載及び学校を通した保
護者への通知等

R4補正（地）

6 R3 単 ○
学校給食費
負担軽減事
業

通常交付金 ○

④-Ⅳ．コロナ禍にお
いて物価高騰等に直
面する生活困窮者等

への支援

○ － 34,410 34,410 34,410 

①学校給食費の一部を徴収しないこととし、コロナ禍において物
価高騰等に直面する保護者の経済的負担の一部軽減を図る。
②令和４年度第５期以降の学校給食費納付金
③児童970名分  277円×103,822食＝28,758,694円
　生徒686名分　330円×  72,149食＝23,809,170円
　合計　　　　　　　　　　　　           　   52,567,864円
　※うちR3予算分34,410千円
④角田市の設置する小学校及び中学校に在学する児童生徒の
保護者

－ － R4.9 R5.3
・児童生徒1,656名（児童970名+生
徒686名）分の給食費負担
（学校給食費の保護者負担軽減）

ＨＰへの掲載及び学校を通した保
護者への通知等

R4補正（地）

7 R3 単 ○

学校給食費
負担軽減助
成金交付事
業

通常交付金 ○

④-Ⅳ．コロナ禍にお
いて物価高騰等に直
面する生活困窮者等

への支援

○ － 1,534 1,500 1,500 34 

①角田市立学校以外の小学校及び中学校等に在学する児童生
徒及び食物アレルギー等の理由により学校給食を喫食すること
ができない角田市立学校に在学する児童生徒等の保護者に対
し、負担すべき給食費等に要する経費の一部について助成金を
交付し、コロナ禍において物価高騰等に直面する保護者の経済
的負担の一部軽減を図る。
②助成金
③角田市立学校以外の小学校及び中学校等に在学する児童生
徒分
　　16名×30,000円＝480,000円
　 角田市立学校に在学し、食物アレルギー等の理由により学校
給食を喫食することができない児童生徒分
　　34名×30,000円＝1,020,000円
　　事務費　　　　　　　　　34,000円
　　合計　　　     　   　1,534,000円
④角田市立学校以外の小学校及び中学校等に在学する児童生
徒及び食物アレルギー等の理由により学校給食を喫食すること
ができない角田市立学校に在学する児童生徒等の保護者で角
田市に住所を有する者

－ ○ R4.9 R5.3

・児童生徒50名（市立学校以外16
名+アレルギー等分34名）分の給
食費相当額を負担
（保護者負担軽減）

ＨＰへの掲載及び学校を通した保
護者への通知等

学校給食費負担軽減
事業の恩恵を受けない
方への支給であり、公
平性の観点から合理
的である。

R4補正（地）

8

9 R3 単 ○

畜産経営飼
料高騰等対
策補助金支
給事業

通常交付金 ○

④-Ⅳ．コロナ禍にお
いて物価高騰等に直
面する生活困窮者等

への支援

○ － 30,091 14,913 14,913 15,178 

①畜産経営において、コロナ禍における物価高騰等の影響拡大
により飼料等が著しく高騰し、畜産経営の維持に大きく影響が出
ているため、飼料高騰分の一部を助成し、畜産経営の維持継続
を図るもの。
②補助金
③肉用牛：7,000円×2,812頭＝19,684,000円
　 乳用牛：12,000円×425頭＝5,100,000円
   養豚：1,000円×997頭＝997,000円
　 家禽等：60円×71,831羽＝4,309,860円
④各畜産経営者

－ － R4.4 R5.3

・56件の畜産農家への助成
（飼料等の資材費高騰による影響
額の一部を56件の畜産農家に助
成し経営の維持安定を図る）

広報紙、ホームページ R4補正（地）
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11 R3 単 ○
生活応援商
品券支給事
業

通常交付金 ○

④-Ⅳ．コロナ禍にお
いて物価高騰等に直
面する生活困窮者等

への支援

○ － 133,373 64,547 64,547 68,826 

①長期化するコロナ禍において物価高騰に直面する生活者及び
コロナ禍による地域経済の落ち込みの影響を受けている事業者
への支援として、全ての市民に商品券を支給し、市民への生活
支援と消費喚起による市内の経済活動の活性化を図るもの。
②事務費（委託料等）
③商品券　市民27，512人×5,000円＝137,560千円（6月末人口）
　事務費　11,033千円（商品券印刷、換金事務4,477千円　・郵便
料、封入封緘代6,419千円、封筒等消耗品137千円）
　合計148,593千円
　※うち国のR3予算分64,547千円、うち国のR4予算分15,220千
円
④市民及び市内事業者

－ － R4.10 R5.3

・商品券の配布及び換金率99％以
上
（商品券の配布及び換金率99％以
上を達成し、市民への生活支援及
び地域経済の活性化を図る）

広報紙、ホームページ、チラシ R4補正（地）

★★★★★令和４年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施計画

成果目標（可能な限り定量的指
標を設定）

地域住民への周知方法（HP,広
報紙など）

参考資料
個人を対象
とした給付
金等

事業
終期

事業
始期

予算区分
特定事業者
等支援

事業の概要(①②③④を必ずそれぞれの項目毎に明記)
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数、単価等）
④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

Ｎｏ

国
の
予
算
年
度

対象外
経費に
臨時交
付金を
充当し
ていな
い

交付金の区
分

種類

補
助
・
単
独

所
管

交付対象事
業の名称

コロナ禍
において
原油価
格・物価
高騰等に
直面する
生活者や
事業者に
対する支
援

コロナ感染
症への対応
として必要
な事業

Ｂ

総事業費

Ｃ Ｄ
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経済対策との関係
交付対象経

費

国のR3予算
分（交付限
度額①、
②、③、
④）

国のR4予算
分（交付限
度額⑤）

国のR4予算
分（交付限
度額⑥）

国のR4予算
分（交付限
度額⑦）

国庫補助額

その他
（一般財源
や補助対象
外経費等）

成果目標（可能な限り定量的指
標を設定）

地域住民への周知方法（HP,広
報紙など）

参考資料
個人を対象
とした給付
金等

事業
終期

事業
始期

予算区分
特定事業者
等支援

事業の概要(①②③④を必ずそれぞれの項目毎に明記)
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数、単価等）
④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

Ｎｏ

国
の
予
算
年
度

対象外
経費に
臨時交
付金を
充当し
ていな
い

交付金の区
分

種類

補
助
・
単
独

所
管

交付対象事
業の名称

コロナ禍
において
原油価
格・物価
高騰等に
直面する
生活者や
事業者に
対する支
援

コロナ感染
症への対応
として必要
な事業

Ｂ

総事業費

Ｃ Ｄ

12 R3 補 －
学校保健特
別対策事業
費補助金

文部科学省 通常交付金 ○
③-Ⅰ-３．感染防止

策の徹底
○ － 7,742 3,871 3,871 3,871 

【感染症対策等の学校教育活動継続支援事業】
①小中学校における新型コロナウイルス感染症対策に必要とな
る物品を購入し、児童生徒の教育活動を継続する体制を整備す
るもの。
②市内小中学校での消毒液、手洗い用石鹸等の保健衛生用消
耗品及びタブレット端末持ち帰り学習用ＡＣ充電器の購入費
③保健衛生用消耗品、備品等購入費7,742千円（小学校：5,043
千円、中学校：2,699千円）
④市内小中学校８校（小学校６校、中学校２校）

－ － R4.1 R5.3 教育活動を継続した学校数　8校 通知、ホームページ R3補正（国）

13 R4 単 ○
生活応援商
品券支給事
業

重点交付金 ○

④-Ⅳ．コロナ禍にお
いて物価高騰等に直
面する生活困窮者等

への支援

○
③消費下支え

等を通じた生活
者支援

15,220 15,220 15,220 - 

①長期化するコロナ禍において物価高騰に直面する生活者及び
コロナ禍による地域経済の落ち込みの影響を受けている事業者
への支援として、全ての市民に商品券を支給し、市民への生活
支援と消費喚起による市内の経済活動の活性化を図るもの。
②事務費（委託料等）
③商品券　市民27，512人×5,000円＝137,560千円（6月末人口）
　事務費　11,033千円（商品券印刷、換金事務4,477千円　・郵便
料、封入封緘代6,419千円、封筒等消耗品137千円）
　合計148,593千円
　※うち国のR3予算分64,547千円、うち国のR4予算分15,220千
円
④市民及び市内事業者

－ － R4.10 R5.3

・商品券の配布及び換金率99％以
上
（商品券の配布及び換金率99％以
上を達成し、市民への生活支援及
び地域経済の活性化を図る）

広報紙、ホームページ、チラシ R4補正（地）

14 R4 単 ○

阿武隈急行
線新型コロ
ナウイルス
感染症対応
定時定路線
運行維持支
援金

重点交付金 ○
④-Ⅰ．原油価格高

騰対策
○

⑧地域公共交
通や地域観光
業等に対する

支援

120,000 11,773 11,773 108,227 

①新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するため、外出や自
粛要請により経営に影響が出ている中、地域生活維持のために
運行体制を維持した阿武隈急行㈱に対し、宮城福島両県及び沿
線自治体が協調して経営支援を図るもの。コロナ禍において原
油高騰等に直面していることへの追加支援を行う。
②令和4年4月から令和5年3月までの次の経費に充当
減便せずに運行するための経費（人件費、動力費、光熱水費、
車両清掃費、感染症対策費、駅業務委託料等）
③平常時の決算額（平成30年度）と原油価格高騰等の影響によ
り変動した令和4年度収支を比較して運行経費の増となる分、運
賃収入の減となる分をかかり増し経費として算出し、ウィズコロ
ナ、アフターコロナを見据えた中長期的な運行継続に向けた経営
基盤強化分を加算した額（総額450,000千円）のうち120,000千円
を、宮城福島両県及び沿線自治体による負担割合で按分
【「その他」は、福島県、福島市、伊達市、宮城県、丸森町、柴田
町の沿線自治体による協調補助分】
④阿武隈急行㈱

○ － R4.4 R5.3

減便せずに運行するための経費を
補助することで鉄道の通常運行を
維持するとともに、経営基盤の強
化を図り、事業を継続する。
(1日当たりの運行本数の維持　前
年度比100％）
角田駅運行本数50本の維持

ホームページ

https://www.city.kaku
da.lg.jp/soshiki/4/815
8.html

R4補正（地）

15 R4 単 ○

保育施設等
物価高騰対
策補助金交
付事業

重点交付金 ○
④-Ⅱ．エネルギー・
原材料・食料等安定

供給対策
○

⑤医療・介護・
保育施設、公
衆浴場等に対
する物価高騰

対策支援

4,350 3,439 3,439 911 

①コロナ禍において物価高騰の影響を受けている市内の保育施
設等を運営する者に対し、保育施設等物価高騰対策補助金を交
付することにより保育施設等の負担を軽減し、安定的かつ継続
的なサービスの提供を支援する。
②保育施設等物価高騰対策補助金
③補助単価
　　保育所等：利用者一人当たり　12,000円
　　幼稚園：利用者一人当たり　  　6,000円
　 基準日　令和4年10月1日
　補助金総額　4,350,000円
　　　 内訳
　　　　・角田光の子保育園　145名×12,000円＝1,740,000円
　　　　・なかよしこどもえん　　98名×12,000円＝1,176,000円
　　　　・角田なかよし保育園　12名×12,000円＝144,000円
　　　　・さくら保育園　　　　　　 9名×12,000円＝108,000円
　　　　・ミネ幼稚園　　　　　　137名×6,000円＝822,000円
　　　　・角田カトリック幼稚園　60名×6,000円＝360,000円
④市内の保育所、認定こども園、地域型保育事業所及び幼稚園

－ － R4.12 R5.3
前年度と同様に施設運営を行うこ
とが出来た事業者の割合　100％

ホームぺージ及び広報紙 R4補正（地）

16 R4 単 ○

農業資材高
騰等対策補
助金支給事
業

重点交付金 ○
④-Ⅱ．エネルギー・
原材料・食料等安定

供給対策
○

⑥農林水産業
における物価
高騰対策支援

61,692 48,820 48,820 12,872 

①生産農家は新型コロナウイルス感染症拡大に伴う外食需要の
減少による米価下落等で打撃を受けており、さらに今般の生産
資材・肥料および燃油等の過去に経験したことのない大幅な値
上げにより苦境に立たされている。種苗、肥料、薬剤、燃油(光熱
動力)に対し、新型コロナウイルス感染症拡大前と比較したコロナ
影響分の一部を補助し支援することにより、農家の生産意欲の
維持を図るもの。
②補助金
③農業物価統計調査比較で新型コロナウイルス感染症拡大前
の平成27年と感染症拡大後の令和2年度末・令和3年度末を比
較し、さらに燃油高騰等を勘案したうえで、令和4年度の生産資
材高騰影響単価を算出、その1/3以内の額を補助単価とし、作
付面積に応じて交付する。ただし、主食用米については、30aは
自家消費分とし、対象面積から除外する。
主食用米：2,500円/10a×171,514a＝42,878,500円
飼料用米：2,500円/10a×57,777a＝14,444,250円
大豆：1,600円/10a×11,080a＝1,772,800円
麦類：2,200円/10a×11,801a＝2,596,220円
④角田市内で対象作物(米・大豆・麦類)を作付けしている農業者
及び農業法人等

－ ○ R4.12 R5.3

・922件の農家への助成
（新型コロナウイルス感染症拡大
前と比較したコロナ影響分の一部
を補助し支援することにより、922
件の農家の生産意欲の維持を図
り、地域農業の衰退を防ぐ。）

ホームぺージ及び広報紙 R4補正（地）

17 R4 単 ○

園芸農業資
材高騰等対
策補助金支
給事業

重点交付金 ○
④-Ⅱ．エネルギー・
原材料・食料等安定

供給対策
○

⑥農林水産業
における物価
高騰対策支援

10,556 8,346 8,346 2,210 

①今般の生産資材・肥料および燃油等の過去に経験したことの
ない大幅な値上げにより苦境に立たされている。
新型コロナウイルス感染症拡大により肥料、農薬をはじめとした
資材費高騰分の一部を補助することにより、園芸農家の経営と
生産意欲の維持を図るもの。
②補助金
③農業物価統計調査等を用い、新型コロナウイルス感染症拡大
による令和4年度の生産資材高騰影響単価を算出、その1/3以
内の額を補助単価とし、作付面積に応じて交付する。
補助単価
１）施設園芸：30,000円（10ａ）×840ａ＝2,520,000円
２）路地園芸：7,000円（10ａ）×11,480ａ＝8,036,000円
計　10,556,000円
④市内で園芸農業を営む農業者及び農業法人等

－ ○ R4.12 R5.3

・250件の園芸農家への助成
（新型コロナウイルス感染症拡大
により肥料、農薬をはじめとした資
材費高騰分の一部を補助すること
により、250件の園芸農家の経営
と生産意欲の維持を図る。）

ホームぺージ及び広報紙 R4補正（地）

18 R3 補 －

デジタル田
園都市国家
構想推進交
付金

内閣府 通常交付金 ○

③-Ⅲ-２．地方を活
性化し、世界とつな
がる「デジタル田園

都市国家構想」

○ － 83,959 33,584 33,584 41,979 8,396 

①本市の窓口業務にデジタル技術である「コンビニ交付システ
ム」「オンライン申請システム」「キャッシュレス・セミセルフレジ」
の導入を行い、「市役所に来庁しなければ手続は行えない」、「支
払いは現金のみ」といった昭和時代から続く手法から、「どこにい
ても手続が完結する」、「支払いは多様な決済手段が可能」と
いった、ポストコロナ社会に適応した、新しい窓口業務の実現を
目指すもの。
②役務費、委託費
③総事業費　83,959千円
オンライン申請システム関連　23,732千円
広報用パンフレット作成費用　500千円
オンライン申請用特設ホームページ作成費用　2,177千円
コンビニ交付システム関連　46,155千円
キャッシュレス対応セルフレジ関連　11,395千円
④角田市（導入したサービスを享受するのは角田市民）

－ － R4.4 R5.3

2024年度末までに
キャッシュレス決済が可能な手続
数　50手続
キャッシュレス決済の利用率　17%
非来庁型の手続数　17手続
証明書のコンビニ交付利用率
12%
手続のオンライン申請の利用率
30%
※デジタル田園都市国家構想推
進交付金申請時のKPIと同様のも
のを記載

広報紙、ホームページ、チラシ、マ
スコミへの投げかけ

https://www.city.kaku
da.lg.jp/site/digital-
kakuda/

https://www.chisou.go
.jp/sousei/about/mirai
/pdf/denenkouhukin_s
aitaku_type1_telework_r
3.pdf

R3補正（国）
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経済対策との関係
交付対象経

費

国のR3予算
分（交付限
度額①、
②、③、
④）

国のR4予算
分（交付限
度額⑤）

国のR4予算
分（交付限
度額⑥）

国のR4予算
分（交付限
度額⑦）

国庫補助額

その他
（一般財源
や補助対象
外経費等）

成果目標（可能な限り定量的指
標を設定）

地域住民への周知方法（HP,広
報紙など）

参考資料
個人を対象
とした給付
金等

事業
終期

事業
始期

予算区分
特定事業者
等支援

事業の概要(①②③④を必ずそれぞれの項目毎に明記)
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数、単価等）
④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

Ｎｏ

国
の
予
算
年
度

対象外
経費に
臨時交
付金を
充当し
ていな
い

交付金の区
分

種類

補
助
・
単
独

所
管

交付対象事
業の名称

コロナ禍
において
原油価
格・物価
高騰等に
直面する
生活者や
事業者に
対する支
援

コロナ感染
症への対応
として必要
な事業

Ｂ

総事業費

Ｃ Ｄ

19 R3 補 －
疾病予防対
策事業費等
補助金

厚生労働省 通常交付金 ○
⑤-Ⅳ-１．ウィズコロ
ナ下での感染症対応

の強化
○ － 2,812 90 90 1,406 1,316 

①風しんワクチンの接種機会を与えられなかった昭和37年4月2
日から昭和54年4月1日生まれの男性を対象に、コロナ禍での検
査控えなどで影響が出ていた風しんの抗体検査を行うことで、十
分な量の抗体がない者に対するワクチン接種につなげ、風しん
の発生およびまん延防止を図る。
②委託料（検査委託料、事務手数料、クーポン印刷委託料）、役
務費（郵便料）
③検査委託料：5,423円×350人＝1,898,050円
　事務手数料：300円×350人＝105,000円
　印刷委託料：218円×2,500人×1.1＝599,500円
　クーポン発送料：84円×2,500人＝210,000円
　計：2,812,550円≒2,812千円
④事業対象者：2,500人（うち検査受診者を350人と見込む）

－ － R4.4 R5.3 対象者2,500人の内、350人の受検
個別通知、ホームページ及び広報
紙

R3補正（国）

20 R3 補 －
地域少子化
対策重点推
進交付金

内閣府 通常交付金 ○
③-Ⅰ-３．感染防止

策の徹底
○ － 1,826 487 487 1,217 122 

①安心して出産、子育てができるようにするためには、医師等と
いつでも相談できるシステムを整えるなど、オンライン相談体制
を強化していく必要がある。産婦人科医・小児科医・助産師に相
談できることにより不安や悩みの解消、新型コロナ等の感染拡大
防止と安心・安全の確保を図るもの。
②「産婦人科・小児科オンライン」相談システム利用料
③積算根拠
　 役務費　導入費用　100,000円
　 　　　　　 基本機能一式　120,000円×12か月＝1,440,000円
　 　　　　　 くすりぼ機能　10,000円×12か月＝120,000円
　　　　　　（100,000円＋1,440,000円＋120,000円）×1.1＝
1,826,000円
④妊娠期や子育て期の父、母、祖父母、子育て支援者等

－ － R4.4 R5.3

・システム利用者数170人
・アプリ、システム利用満足度
90％

・この地域で子育てをしたいと思う
親の割合　91.4％

ホームページ及び広報紙 R3補正（国）

21 R3 補 －
保育対策総
合支援事業
費補助金

厚生労働省 通常交付金 ○
③-Ⅰ-３．感染防止

策の徹底
○ － 3,962 400 400 500 3,062 

①公立保育所における業務について、ＩＣＴシステムを導入するこ
とにより、接触の機会を減らし、新型コロナ等の感染症拡大防止
に努めるとともに、保育士等の業務負担の軽減及び保護者の利
便性の向上を図り、働きやすく利用しやすい保育環境を整備す
る。
②保育ＩＣＴシステム導入業務委託料等
③積算根拠
　(1)役務費（電信電話料）
　　光回線導入初期費用　53,680円
　(2)委託料（システム導入）
　　LAN回線敷設委託料　3,907,816円
④公立保育所1か所（中島保育所）

－ － R4.8 R5.3

・職員70名と利用児童190名（R4.8
時点）の保護者におけるシステム
利用による接触機会の低減と利便
性の向上。

ホームぺージ及び広報紙 R3補正（国）


